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推進標語
「道路ふれあい月間」

「 

脈
々
と

繋
ぐ
道 

」

輝
く
生
命（
い
の
ち
）を

７ １１
672

　

第
75
回
全
国
大
会

を
、
こ
こ
福
井
県
で
40

年
ぶ
り
に
開
催
い
た
し

ま
す
が
、
多
く
の
皆
様

に
全
国
各
地
か
ら
お
い

で
い
た
だ
い
て
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
石
和
田
道
路
局
次

長
、
鷲
頭
副
知
事
、
荒
木
副
市

長
と
、
お
忙
し
い
中
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
も
、
杉
本
全
国
大
会
実
行
委

員
会
委
員
長
に
は
、
大
変
ご
苦

労
い
た
だ
き
、
心
か
ら
の
御
礼

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

古
賀
最
高
顧
問
が
会
長
に
就

任
し
て
か
ら
は
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
、
日
本
バ
ス
協
会
、

全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連

合
会
の
利
用
者
の
皆
様
に
も
会

員
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
き
、

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、
本

来
の
意
味
で
あ
る
利
用
者
目
線

で
の
活
動
も
行
っ
て
き
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
利
用
者
を
代
表

さ
れ
る
方
々
に
も
心
か
ら
の
御

礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

国
土
強
靱
化
の
事
業
規
模

は
、
20
兆
円
強
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
頻
発
す
る
災

害
対
策
、
老
朽
化
対
策
や
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
等
を
し

っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る

と
、
本
当
は
25
兆
円
、
30
兆
円

必
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
予
算
を
確
保
し
つ
つ
、
上

乗
せ
で
き
る
よ
う
、
全
国
道
路

利
用
者
会
議
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
し
っ
か
り
と
活
動
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
皆
様
の
ご
支
援
・

ご
活
躍
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
75

回
全
国
大
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
杉
本
博
文
全
国
大
会
実
行

委
員
会
委
員
長
（
福
井
県
池
田

町
長
）
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
続

い
て
、
佐
藤
信
秋
全
国
道
路
利

用
者
会
議
会
長
が
、
次
に
、
国

土
交
通
大
臣
に
代
わ
っ
て
石
和

田
二
郎
道
路
局
次
長
が
挨
拶
を

行
っ
た
。

　

地
元
か
ら
は
鷲
頭
美
央
福
井

県
副
知
事
、
荒
木
一
男
福
井
市

副
市
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

議
長
に
は
、
松
田
直
樹
全
国

道
路
利
用
者
会
議
副
会
長
（
滋

賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
を

指
名
し
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
石
山
志
保
全
国

大
会
実
行
委
員
会
副
委
員
長

（
福
井
県
大
野
市
長
）
か
ら
道

路
整
備
を
求
め
る
意
見
発
表
が

行
わ
れ
た
。
続
い
て
、
大
会

決
議
案
を
浮
田
啓
三
全
国
大
会

実
行
委
員
会
副
委
員
長
（
福
井

県
自
動
車
会
議
所
会
長
）
が
朗

読
し
、
全
員
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。
ま
た
、
役
員
の
一
部
改
選

に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
、
来
年
度
の
第
76
回
全

国
大
会
に
つ
い
て
、
大
山
一
郎

香
川
県
道
路
協
会
会
長
（
香
川

県
議
会
議
員
）
か
ら
発
言
が
あ

り
、
令
和
８
年
10
月
22
日
に
香

川
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
賛

成
多
数
で
了
承
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
米
澤
光
治
全
国
大

会
実
行
委
員
会
委
員
（
福
井
県

敦
賀
市
長
）
の
閉
会
の
辞
に
よ

り
大
会
が
終
了
し
た
。

　

大
会
後
、
三
寺
潤
氏
（
福
井

工
業
大
学
教
授　

Ｆ
Ｕ
Ｔ
ま
ち

国内投資拡大につながる道路ネットワークの強化を！国内投資拡大につながる道路ネットワークの強化を！
　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、
去
る
10
月
23
日
（
木
）
福
井
県
福
井
市
の
「
福
井
商
工
会
議
所　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
『
第
75
回
全
国
大
会
（
臨
時
総
会
）
』
を
開
催
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
関
係
者
約
７
６
０
名
が
参
加
し
、
石
和
田
二
郎
道
路
局
次
長
（
国
土
交
通
大
臣

代
理
）
、
鷲
頭
美
央
福
井
県
副
知
事
、
荒
木
一
男
福
井
市
副
市
長
な
ど
の
来
賓
が
多
数
出
席
し

た
。
道
路
整
備
に
対
す
る
意
見
発
表
、
役
員
の
一
部
改
選
等
が
行
わ
れ
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
な
ど
を
求
め
る
大
会
決
議
の
採
択
を
行
っ
た
。

『全国道路利用者会議 第75回全国大会』を福井県で開催『全国道路利用者会議 第75回全国大会』を福井県で開催

次
期
大
会
招
請
発
言

次
期
大
会
招
請
発
言

大山一郎
香川県道路協会会長

香
川
県
議
会
議
員

議
長
議
長

松田直樹
全国道路利用者会議

副会長

滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

閉
会
の
辞

閉
会
の
辞

米澤光治
全国大会実行委員会

委員

福
井
県
敦
賀
市
長 決

議
朗
読

決
議
朗
読

浮田啓三
全国大会実行委員会

副委員長

福
井
県
自
動
車
会
議
所
会
長

来
賓
紹
介

来
賓
紹
介

俊
福
井
県
議
会
議
長

【
友
誼
団
体
】

西
田
義
則
（
一
社
）
日
本
道
路

建
設
業
協
会
会
長

【
高
速
道
路
株
式
会
社
】

縄
田
正
中
日
本
高
速
道
路
㈱
代

表
取
締
役
社
長
、
加
藤
健
治
東

日
本
高
速
道
路
㈱
執
行
役
員
建

設
事
業
本
部
副
本
部
長
兼
建
設

部
長
、
後
藤
貞
二
西
日
本
高
速

道
路
㈱
代
表
取
締
役
専
務
執
行

【
国
土
交
通
省
】

石
和
田
二
郎
道
路
局
次
長
、

齋
藤
博
之
近
畿
地
方
整
備
局
長

【
国
会
議
員
・
本
人
】

《
衆
議
院
議
員
》

波
多
野
翼

《
参
議
院
議
員
》

滝
波
宏
文

【
福
井
県
】

鷲
頭
美
央
福
井
県
副
知
事
、
荒

木
一
男
福
井
市
副
市
長
、
宮
本

会
長
挨
拶

会
長
挨
拶

佐
藤
信
秋
全
国
道
路
利
用
者
会
議

会
長

最
高
顧
問

最
高
顧
問

古賀　誠
全国道路利用者会議

最高顧問

役
員
、
草
壁
郁
郎
首
都
高
速
道

路
㈱
計
画
・
環
境
部
長
、
植
田

雅
俊
阪
神
高
速
道
路
㈱
取
締
役

常
務
執
行
役
員
、
森
若
峰
存
本

州
四
国
連
絡
高
速
道
路
㈱
取
締

役
常
務
執
行
役
員

【
国
会
議
員
・
代
理
】

《
衆
議
院
議
員
》

稲
田
朋
美
、
辻
英
之

《
参
議
院
議
員
》

山
崎
正
昭

【
祝
電
】

《
衆
議
院
議
員
》

稲
田
朋
美
、
斉
木
武
志
、
辻
英

之《
参
議
院
議
員
》

見
坂
茂
範
、
山
崎
正
昭

〈
敬
称
略
〉

づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

長
）
に
よ
る
講
演
会
「
人
が
滞

在
す
る
空
間
と
し
て
の
場
の
創

造　

～
路
面
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

道
づ
く
り
～
」
が
行
わ
れ
、
終

了
後
に
、
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ

道
路
視
察
が
行
わ
れ
た
。

《
関
連
記
事
は
２
・
３
面
》


